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専門的アーカイヴの拡充（資料閲覧室運営）（③情 03-06-1/5） 
 
目  的 
企画情報部では（1）受入した文化財関連の図書などの文字資料や、作成したアナログ・デジタル画像資
料の登録・管理、（2）閲覧室で月・水・金の週３回一般利用者へ所蔵資料を提供、（3）データベースや検索
システムの構築・運用を通常業務としている。過去五カ年で定まった文化財関連資料の公開機関としての周

知をふまえ、次期五カ年では提供する資料や情報の質に主眼を置き、より専門性の高い文化財関連資料や情

報の収集・構築・公開の場として専門的アーカイブの拡充を図る。また、上記アーカイブのための資料収集

及び作成には画像形成技術の開発が必要不可欠である。画像形成部門では、常に技術の進歩をみる写真機材

及び設備の整備が必須であり、本プロジェクトでは継続的なこれらの更新を行うことによって、世界最先端

の研究活動を支援することをも目的とする。 
 
成  果 
（1）資料閲覧室運営 
従来どおり文化財に関する文字資料及び画像資料の収集、管理、公開、データベースの構築・運用を基本

に、より充実した文化財に関するアーカイブの形成を試みた。昨年度試験運用を開始したデジタルアーカイ

ブについて運用評価を行い、改良を加えた。また、アーカイブ拡充に不可欠なデジタルコンテンツ作りをす

すめた。一方、その他文化財関連資料の公開機関として周知され利用頻度が高まるにつれ、明治大正期刊行

の資料類や機器類の劣化が予想以上にすすんでいるため、サービスの低下を招かぬ形での保護対策として、

資料については引き続きデジタル化をすすめ、また研究資料データベース検索システムの機器とソフトの更

新を完了した。 
図書受入数：和漢書 575件、洋書 16件、展覧会図録・報告書等 2,160件、雑誌3,731件 
受入総数：6,482件 
目録所在情報：目録所在情報の種類  33種、目録所在情報作成件数  21.857件 
        目録所在情報収録件数 622,183件、目録所在情報公開件数 495,555件 
         イントラネットで公開中の目録累計数  12種  
資料閲覧室の利用状況：公開日総数 139日、利用者年間合計 926人 
           平成 16年度の利用者数との対比 5人減 
（2）画像情報室 
従来に引き続き、他部・センターあるいは他機関との共同調査研究により文化財の画像資料の収集・作成

を行った。また、黒田清輝遺族から寄贈された資料写真を美術部と共同で整理し、デジタル化する作業に着

手した。画像資料の作成・整理については、第一期で完了した既存のモノクロ 4×5 フィルム写真原板台帳
からの画像データベース（写真管理検索システム）の所内イントラネット公開を行い、所蔵画像名をウェブ

上で公開する準備を進めた。 
また、資料閲覧室での画像公開のためにすでに報告書を作成している「紅白梅図屏風」の高精細画像、蛍

光 X 線分析データ、関連文献データをリンクした閲覧のためのデータを公開し、つづいて国宝「絹本著色 
十一面観音像」についても同様のコンテンツを公開用に作成した。この事業の一部は東京美術倶楽部からの

寄付金による。 
 
撮影件数：フルカラー画像3,239件、特殊画像 1,577件 
モノクロフィルム（4×5）登録総数：48,289件 
 平成 18年度写真管理検索システム登録件数：709件（モノクロ160件、カラー540件） 
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企画情報部にて作成・更新中の目録データベース（33種） 
・所蔵和漢書データベース（2005年度まで）     ・受入和漢書データベース（2006年度分） 
・所蔵洋書データベース                        ・所蔵簡易図書データベース 
・売立目録データベース                        ・所蔵美術館博物館収蔵目録データベース 
・和雑誌誌名データベース                     ・所蔵洋雑誌誌名データベース 
・所蔵中国雑誌誌名データベース                ・所蔵韓国雑誌誌名データベース 
・所蔵和雑誌巻号データベース（2002年まで）   ・所蔵洋雑誌巻号データベース（1999年まで） 
・所蔵和雑誌巻号データベース（2003年以降）   ・所蔵洋雑誌巻号データベース（2000年以降） 
・所蔵中国雑誌巻号データベース                ・所蔵韓国雑誌巻号データベース 
・所蔵地方公共団体刊行報告書データベース      ・所蔵香取秀真資料関係データベース 
・展覧会データベース （2002年まで）        ・展覧会データベース （2003年以降） 
・近現代作家名データベース                    ・近現代展覧会開催情報データベース（1944年以降） 
・写真原板データベース                        ・キャビネット写真データベース 
・古美術文献目録データベース（明治～1965年） ・近現代美術文献目録データベース（1959～1990年） 
・美術館博物館名データベース         ・東京文化財研究所年表データベース 
・所蔵古美術展図録目次データベース（1989～2001年） 
・所蔵近現代図録目次データベース（1948～1990年） 
・古美術展覧会開催情報データベース（1944年以降）          
・物故記事データベース 
・美術懇話会・開所記念展覧会出品目録データベース 
 
研究組織 
○三浦定俊、山梨絵美子、勝木言一郎、皿井舞、江村知子、城野誠治、中村節子、中村明子、井上さやか、

鳥光美佳子（以上、企画情報部） 
 
 
無形文化財に関わる音声・画像・映像資料のデジタル化（③無 03-06-1/5） 
 
目  的 
無形文化遺産部では、旧芸能部時代から、文献資料のほかに、音声・画像資料を積極的に収集してきた。こ

れらの記録は極めて貴重であるが、記録メディアの進展に伴って、より好環境のもとに保存してゆく必要があ

る。このため無形文化遺産部では、画像・音声・映像資料の媒体転換を進めてきたが、将来的には、デジタル

化された各種資料の集積によって、デジタル・アーカイブの開設を目指している。 
 
概  要 
本年度は、これまでに蓄積されてきた資料に加え、平成17年度までに寄贈を受けたアナログテープの媒体
転換を中心に実施した。とくに、新たに受入れが完了した資料に関しては、これまでの資料を補完する分野を

重点的にデジタル化を進めた。同時に、デジタル化音声資料へのインデックス付与も行った。 
 
研究組織 
○ 宮田繁幸、鎌倉惠子、高桑いづみ、飯島満、俵木悟、佐竹悦子、中司由起子（以上、無形文化遺産部） 




